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１．第14回残留性有害物質に関する国際会議 ２０１７

２．冷水の漏れ出しについて

平成２９年１０月

豊田ＰＣＢ廃棄物処理 事業だより(Ｎｏ.１６２）

９月２４日（日）～２８日（木）に名古屋大学で

『第１４回残留性有害物質に関する国際会

議 ２０１７（ＩＳＰＴＳ２０１７）』が開催され、最

終日には参加者の内２０名が豊田ＰＣＢ廃

棄物処理施設を見学されました。

コンデンサーや変圧器を解体し洗浄する工

程や、ＰＣＢを化学分解する工程等の設備

を見学されました。遮蔽フードや負圧管理な

ど安全対策についてもご説明いたしました。

見学者の方々は、世界的にも類を見ないこ

うしたＰＣＢ処理施設について、さまざまな

技術的なご質問をなされ深く関心を持たれ

るとともに、安全対策の厳重さについて感

心されていました。

国際会議参加者の方々からもＰＣＢを初め

とする残留性有害物質を化学的に安全に

処理する手法として参考になったとのお話

しをいただきました。

豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設では、場内に冷風を送り込むために、外気を取り込み、それを冷

却する空調機を用いています。

この空調機は外気を冷やすために不凍液を含んだ冷水を用いていますが、９月１日にその冷

水の一部が排水に漏れ出したことを確認したため、直ちに排水の放流を停止しました。

なお、この水にはＰＣＢは含まれていません。

放流停止後に、排水の水質を測定し問題ないことが確認できましたので、現在は通常どおり

放流しています。



３．施設見学について

４．収集運搬認定証交付式および収集運搬作業従事者講習について

５．交通安全街頭活動を行いました
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平成２９年度第２四半期の施設見学者数

109名26名 25名 61名
9団体

８月
団体数 3団体 3団体 3団体

４～９月計
21団体

９月 計７月

見学者数 10名

当施設では「収集運搬認定証交付式および収

集運搬作業従事者講習」を５月、９月、１月と年

３回実施しております。

今回、新たな収集運搬事業者の認定はありま

せんでしたが、９月２５日（月）に既に入門許可

を取得済みの収集運搬事業者から追加申請さ

れた作業者に対して収集運搬作業従事者講

習を行い、収集運搬認定証を交付しました。

豊田市の「秋の交通安全市民運動」の
一環として、９月２２日（金）に「交通安
全街頭活動」に参加しました。

当施設からはＪＥＳＣＯ、運転管理会社
の社員約３０名がのぼりやタスキ、ハン
ドサインなどを持ち、ドライバーに『安全
運転』『ゆっくり停止・発進』などを呼び
かけました。

第２四半期も保管事業者の皆様をはじめ、行政の方々や各団体など、多くの方々に当施設を

ご見学いただき、施設見学を通じてＰＣＢ廃棄物の処理状況等について理解を深めていただ

きました。

施設見学をご希望の方は下記までお問い合わせください。


